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ンにて現地調査や開発コンサルタントを行った経験を持つバリス 教授から、今日、紛争に見舞われるイエメンの社会・文化的背景が説明されました。民族的にはほぼ一〇〇％アラブ人から成るイエメンは、多様性に富む国です。 々は 人として、そして出身部族のアイデンティティーを持ちますが、この「部族」は血縁よりも地縁に根ざしています。この め、出身地域に共通する行動様式を巡る価値体系としての性格が強く、血縁に基づく
部族が政治経済的単位となっている他のアラブ諸国と一線を画しています。内紛が続くなか、人々は「部族」ごとに協力し合い、生き延びてきたのですが、内紛の原因を「部族」や宗教対立に求める見方は、イエメン伝来ではない欧州近現代の思想を、事後的解釈 して当てはめたものではないか、との考えが示されました。　
宗教的には、イエメン北部ではシーア派系に





































の支援もあり、二〇一三年には 民対話会議が開かれ、憲法案や連邦制の検討が進められていましたが、国軍の統制の乱れ、燃料補助金カットによる燃料費高騰など混乱 続き、ホーシー派による首都占拠以降、国連制裁の発ハーディー大統領による辞任と復職、ホーシー派との対立激化、サウジアラビアによる爆撃が続きます。本年五月には、 「イエメンのため リヤド合」が開催されました 、仲介交渉ポイントとして、単一の国内勢力 主導する問題解決は非現実的であること、そして支援国の描くイエメン像とイエメン人自身の描く国家像の齟齬を可能な限り小さく こと 重要であ と説明されました。　
専門講座のご紹介は以上ですが、ア
ジア経済研究所は、カタール大学のみならず、国際機関、新興国・途上国の研究機関や大学と、研究交流協定を締結し、研究所や研究者 ネットワークを構築しています。研究ネットワーク事業の詳細は、ジェトロ・アジア経済研究所ウェブサイト、 「調査研究」→「研究ネットワーク」のページからご覧いただけます。
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